
問合せ先 県教委文化財課　電話 0857（26）7934

問合せ先 鳥取県子ども会育成連絡協議会　
電話 0857（21）2287

問合せ先
県教委家庭・地域教育課　
電話 0857（26）7521

　大上市子ども会は、米子市郊外の自然豊かな地域にありま
す。昔からの行事を大切にし、地域と共に継続して活動しなが
ら、子ども会独自の行事も合わせて実施しています。
　毎月第３日曜日には、大神山神社内公園なかよし広場とトイ
レの清掃を行い、続けて子ども会議を開いています。子ども会議
は、６年生が中心となって進行し、めあてや反省、行事の企画・
運営について話し合います。
　夏には、子ども達の保護者の代から続いている木野山神社例
祭相撲大会が行われます。取組のたびに大きな歓声が湧き、大
人も子どもも一緒になって楽しんでいます。「子どもの手による
子ども会」を進めな
がら、違う学年の友
達と協力し、交流を
深め、保護者や地域
の方々に見守られな
がら楽しく活動して
います。

　子どもたちが様々な学習活動にしっかり取り組むためには、生活リズム
を整え規則正しく生活することが大切です。しかし、社会環境の変化や
様々なメディアの普及などにより、寝る時刻が遅くなったり、テレビやゲー
ムの時間が増えるなど生活が不規則になりがちです。子どもの家庭での
生活リズムを整えるためには、保護者と学校とが課題と目標を共有し、協
力して取り組むことが必要です。
　県教育委員会では県ＰＴＡ協議会と協力して、今年度は下記の10ＰＴＡ
に取り組んでいただくこととしました。各ＰＴＡでは今後、アンケートの実施
や取組内容の検討、啓発方法の工夫を重ねながら、あいさつ、食事、読書、
メディアへの関わり方など自校の課題に応じた内容に取り組まれます。

シリーズ　プロ（文化財主事）が教える文化遺産の

「鳥取は全国有数の遺跡王国！？」
ツボ！

第10回
　みなさんは身近な場所に多くの“遺跡”があるのをご存知
でしょうか。妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡などはご存知の方
も多いと思います。
　あまり知られていないのですが、実は鳥取県は全国で５
番目に遺跡の数が多い県なのです。全国でも指折りの小さ
い県土の中に１万８千箇所にも及ぶ遺跡が埋蔵されてお
り、県土に占める平均の遺跡密度では、千葉県（１平方キロ
メートルあたり5.4箇所）に次いで全国２位（１平方キロ
メートルあたり5.2箇所）、古墳の数も、全国２位なのです！
　鳥取平野・湖山池周辺、倉吉平野・東郷池周辺、米子平野・淀江平野周辺
など、遺跡の集中地域では、全国的にも貴重な遺跡が多く発見されています。
これらの遺跡は、古墳や城跡など一部を除くと、その多くは地面の下に埋も
れており、発掘調査の時だけ地上に姿を現します。地味な存在ですが、生の
歴史を伝える証人でもあるのです。
　現在、県土を東西に貫く山陰道の整備が急ピッチで進められています。県
東部の鳥取西道路（青谷～鳥取）の予定地内では36箇所の遺跡が見つかり、
このうち今年度は10箇所で発掘調査を行っています。そのうち、全国一の
遺跡数を誇る県になるかも知れませんね！
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鳥取県の文化財情報HP（とっとり文化財ナビ）
http://db.pref.tottori.jp/bunkazainavi.nsf/index.htm

社会教育団体による地域づくり
子どもたちが主体の活動へ

～米子市　大上市子ども会の取組～ ～ＰＴＡによる子どもの生活リズム向上促進事業～
子どもたちの生活リズム向上をめざして

Ｈ24～25年度

昨年度の例（家庭に配布された資料等）

・北条小学校ＰＴＡ
・西伯小学校ＰＴＡ
・岩美中学校ＰＴＡ
・岸本中学校ＰＴＡ

Ｈ25～26年度

・隼小学校ＰＴＡ
・日野中学校ＰＴＡ　
・南部中学校ＰＴＡ
・北条中学校ＰＴＡ　

・東伯小学校ＰＴＡ
・福生東小学校ＰＴＡ

※12月の県ＰＴＡ研究大会で、
　実践発表が行われる予定です。

順位 県 名 総遺跡数

兵庫県
千葉県
福岡県
岡山県
鳥取県

28,710 
27,512 
23,683 
22,125 
18,103 

◆総遺跡数

平成25年度の鳥取西道路関係調査遺跡

「はっけよい、のこった！」みんなで応援します

相撲大会の前に、神前に祝詞を捧げます

（いずれもH24.3.31現在）

全国 5位 全国 2位

全国ベスト5! 全国ベスト5!
順位 県 名 古墳の数

兵庫県
鳥取県
京都府
千葉県
岡山県

18,841 
13,459 
13,089 
12,750 
11,726 

◆古墳の数

京都や奈良
より遺跡の数が
多いんじゃよ。
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■いじめの相談に来るの
ではなく、不登校や人
間関係の相談の中でい
じめが見えてくる。家族や周り
の「がんばれ」といった善意の
励ましが、かえって「私が悪い」
と自分を責めることにつながる
こともある。

■ネットいじめでは、加
害者の子どもが、現実
ではいじめられている
場合がある。背景を精査する必
要がある。
■社会では気の合う子ばかりでは
ないので、いろいろな個性があ
ることを許す、わかり合うこと
を教えることが大事。

内 藤 大 助 さん
ボクシング元世界チャンピオン

問合せ先 県教委  いじめ・不登校総合対策センター　電話 0857（28）2362

８月３日(土) 米子市文化ホールで、たくさんの
子ども、保護者、教職員、地域の皆様に参加いた
だき、有意義な時間を共有できました。

「子どもは未来の宝」 いじめ問題シンポジウム

今 度 珠 美 さん
ケータイ・インターネット教育推進員

浦 木 恵 子さん
臨床心理士・スクールカウンセラー

山 田 颯 亮 さん 倉吉北高等学校１年
くら  よし  きた

■つらい時に一番力になったのは、やはり
家族や友だちの存在でした。学校でので
きごとを親に話しているうちにからかい
がなくなっていった。また、友だちがい
ることで学校での安心感ができた。
■からかいを経験した中で、友だちも見つけられたし、
希望を見つけられた。それをどう見つけるか、広げ
るかが、対処法、いじめをなくす方法だと思う。

坂 口　 隆さん
米子市立後藤ヶ丘中学校教諭
■早期発見、早期解決が大切。
集団心理が働き、１対１
から１対多数に変わって
いく中で正義がゆがめられエスカ
レートしていく。正義感、自己抑止
力で、早い段階で防ぐことが必要。

参加者の声
●「いじめはかっこわるい」と言っていきたい。（10代男性）
●いじめはどんな子にも起こりうることであり、ささいな
きっかけで加害者にも被害者にもなってしまう、という
言葉が心に残りました。（20代女性）
●私が感じていることを、内藤さんが言葉にしてくれて、つ
らかった思いが救われた気持ちになりました。（30代女性）

●浦木先生のおっしゃった「ストレス耐性」、これを家庭で
幼いうちから身につけることが加害者にも被害者にも
なることを避けられる一つの大きな解決策であり、いじ
めを止める立場になりえる子どもに育つのかもしれま
せん。（40代女性）
●テレビや新聞でセンセーショナルなニュースとして取
り上げられるが、いじめをなくしていくには今回のよう
な取り組みを地道に続けることが必要です。いいイベン
トでした。（50代男性）

●いじめている側もストレスをかかえ、発散という手段に使っ
ているということを頭に置いて、いじめ問題に向き合って
いこうと思います。（60代女性）
●いろいろと問題があるけど、家庭、学校でもう少し話し合う
こと。子どもの意見を十分受け入れること。（70代女性）

いじめ・不登校総合対策センターの取組いじめ・不登校総合対策センターの取組

こどもいじめ人権相談窓口

ijime-soudan@pref.tottori.jp
毎日24時間☎ ０８５７ー２９－２１１５

子どもの人権110番(法務省・鳥取地方法務局)

☎ 0120ー007－110

ヤングテレホンメール（県警察本部少年課）

youngmail@pref.tottori.jp

月～金
8：30～17：15☎ ０８５７ー２９－０８０８

こども電話相談（児童相談所）

（　　　　　　　）全国共通・無料
IP通話不可

☎ 0857ー27－3751 （　　　　　　　）通話料有料
IP通話可

(中央・鳥取) ☎ ０８５７ー２９－５４６０
( 倉　　吉 ) ☎ ０８５８ー２２－４１５２
( 米　　子 ) ☎ ０８５９ー３３－２０２０

月～金
　8：30～
　　17：15

月～金
　8：30～
　　17：00

メールの受付は
毎日24時間

●次の機関でもいじめの相談を受け付けています

小中学校課 ☎ ０８５７ー２６－７９３０
高等学校課 ☎ ０８５７ー２６－７５４０
特別支援教育課 ☎ ０８５７ー２６－７８１０

月～金
　8：30～
　　17：15

●体罰など、いじめや不登校以外の相談は

教育センター
☎ ０８５７ー３１－３９５６

●全般的な教育相談

小 原 祐 太 さん
米子市立後藤ケ丘中学校３年

ご   とう    が   おか

■いじめは簡単なちょっ
かいから始まる。相手
の気持ちを考えて、イ
ヤそうだと思ったらストップをか
けるといじめはなくなる。

■お腹が痛くて、病院に行っ
たら胃潰瘍。それぐらい
やられていた。
■中学校を卒業し、いじめ
は終わった。でも、ずっ
と「会うといじめられる」
という思いが心にあった。

■ボクシングをして、最初は肉体的に強
くなりたかった。でも実際強くなった
のはここ (ハート ) だった。
■( いじめられている子に ) まず言いたい。
いじめは一生続かない。自分だけでかか
えこんじゃだめ。先生、親、友だち、相
談電話、誰でもいいから話そう。
■いじめってかっこわるいんだよ！
　ダサいんだよ！   と訴えていきたい。

いじめ・不登校総合対策センターの取組及び相談窓口の紹介

●早期発見・対応のために
　◆いじめと心のアンケート
• 定期的に各学校が子どもの心の状態とい
じめの発生の可能性をよみとるために、短
時間に調査・分析できる無記名式簡易アン
ケート及び集計・分析シートを提供
◆いじめ・不登校に関する相談窓口の設置

●子ども主体、県民参加のキャンペーン等の実施
　◆明日へつなぐ心のキャンペーン
• 県内の保育所・幼稚園・認定こども園に「と
もだちのうた」CDを配布
• 子どもたちが取り組むいじめ防止や仲間づ
くりの取組を応援する趣旨で、希望する学
校・園にキャンペーン缶バッジをプレゼント。

◆「とっとりビタミン」
• 子どもの心に届けたいエピソード、メッセー

ジなどを広く県民に募集
◆いじめ問題シンポジウムの開催
　　●校内研修の支援
　◆hyper-QU活用のための指導主事派遣
　　●その他の啓発活動
◆いじめ防止のポスター、情報モラル啓
発マンガの作成　など

～いじめを生まない学校づくり、
　地域づくりのためにできること～

内藤さんの体験に
もとづいたお話
は、聴衆の心に強
く訴えました。

月～土
　8：30～
　　17：15
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